
七
月
一
日
の
「
国
民
安
全
の

日
」
に
合
わ
せ
毎
年
行
わ
れ
る
、

安
全
功
労
者
内
閣
総
理
大
臣
表
彰

に
お
い
て
、
今
年
度
は
兵
庫
県
か

ら
天
満
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
姫
路

市
）
が
団
体
表
彰
を
受
章
し
ま
し

た
。兵

庫
県
に
お
け
る
本
団
体
表
彰

の
受
章
は
、
平
成
二
六
年
度
以
来

で
す
。

　　
兵
庫
県
受
章
団
体

　
　
天
満
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

令和２年度
安全功労者
内閣総理大臣表彰

令
和
二
年
八
月
四
日
（
火
）
、

総
務
省
消
防
庁
地
下
二
階
講
堂
に

て
、
令
和
二
年
度
安
全
功
労
者
・

消
防
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
式
が

高
市
総
務
大
臣
の
出
席
の
も
と
、

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
高
市
総
務
大
臣

か
ら
式
辞
、
表
彰
状
授
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

県
下
の
受
賞
者
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

安全功労者・消防功労者
総務大臣表彰式

令和二年度

消防関係総務大臣表彰集合写真（後列向かって右から５人目が坂井前会長、４人目が住野会長）

代表受領　猪名川町防火協会会長　住野敦浩氏

○
安
全
功
労

　
団
体
の
部

　
神
戸
市

井
吹
台
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ

　
　

　
姫
路
市

城
陽
校
区
庄
田
支
部
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ

　　
個
人
の
部

三
木
防
火
協
会
　

前
会
長
　
　
　
坂
井
　
幸
嗣

猪
名
川
町
防
火
協
会

会
長
　
　
　
　
住
野
　
敦
浩

（1） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防
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訓
練
で
　

確
か
な
信
頼

積
み
重
ね
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５年に一度の大調査「国勢調査」を実施します。
日本国内に住むすべての人と世帯を対象とした５年に一度の大調査、
「国勢調査」を実施します。国勢調査の結果から得られる人口は、我が
国の人口の基本となる法定人口として、選挙区の区割りや地方交付税の
算定の基準などに利用されます。また、国や地方公共団体の社会福祉、
雇用、生活環境の整備、災害対策などをはじめとした、あらゆる施策の

基礎データとして利用されます。民間企業等においても、様々な分野で
幅広く活用されています。
回答はぜひ、かんたん便利なインターネットで！スマホやパソコンか
らお願いします。

令和２年国勢調査の回答は、インターネットがとても便利です。
スマートフォンでも回答できます。16問で所要時間は約10分
回答期間　9月14日（月）～10月7日（水）
調査員が配布するID、アクセスキーでログインして
ください。
なお、一部の地域では、調査員による調査票の回収も行われます。
★　調査員はマスクを必ず着用し、新型コロナウイルス感染症対策を行っております
が、世帯の皆様と接触しないインターネット回答へのご協力をお願いします。

e-kokusei.go.jp
国勢調査オンライン

元
稲
美
町
消
防
団

　
団
長
 

丸
山
　
勝
正

◎
瑞
宝
単
光
章

元
神
戸
市
中
央
消
防
団

　
副
団
長
 

平
井
　
俊
之

元
神
戸
市
東
灘
消
防
団

　
副
団
長
 

寺
𦚰
　
勝　

元
姫
路
市
網
干
消
防
団

　
分
団
長
 

前
田
　
好
昭

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

　
副
団
長
 

福
島
　
邦
明

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
 

谷
野
　
義
昭

元
西
宮
市
消
防
団

　
分
団
長
 

吉
田
　
和
夫

元
宝
塚
市
消
防
団

　
分
団
長
 

尾
山
　
重
治

元
宝
塚
市
消
防
団

　
分
団
長
 

平
井
　
公
雄

元
高
砂
市
消
防
団

　
副
分
団
長
 

西
村
　
清
隆

元
川
西
市
消
防
団

　
副
分
団
長
 

松
尾
　
　
均

令
和
元
年
春
の
叙
勲
が
四
月
二

九
日
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
の
受
章
者
（
消
防
関
係
）

は
、
全
国
で
六
一
九
名
、
う
ち
兵

庫
県
で
は
、
元
消
防
吏
員
・
元
消

防
団
員
合
わ
せ
て
一
四
名
が
叙
勲

の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に

わ
た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
を
火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御

す
る
と
と
も
に
、
幾
多
の
災
害
に

対
し
て
、
率
先
垂
範
し
て
敢
然
と

立
ち
向
か
わ
れ
、
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
の
発
展

に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の

増
進
に
寄
与
さ
れ
た
こ
と
等
、
こ

れ
ま
で
の
抜
群
の
功
績
に
よ
り
、

そ
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
全
国
の
消
防
関
係
受
章

者
数
、
勲
章
別
内
訳
及
び
本
県
の

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

瑞
宝
中
綬
章
 

二
名

瑞
宝
小
綬
章
 

三
三
名

旭
日
双
光
章
 

四
名

瑞
宝
双
光
章
 

八
四
名

瑞
宝
単
光
章
 

四
九
六
名

　
　
計
 

六
一
九
名

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
関
係
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
尼
崎
市
消
防
団

　
団
長
 

島
田
　
幸
司

元
洲
本
市
消
防
団

　
団
長
 

髙
田
　
光
雄
 

　

元
川
西
市

　
消
防
監
 

西
井
　
一
成

元
小
野
市

　
消
防
司
令
長
 
友
定
　
芳
継

元
三
木
市

　
消
防
司
令
長
 
森
本
　
英
樹

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

桑
垣
　
繁
伸

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

玉
田
　
龍
彦

元
西
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
監
 

新
田
　
伸
二

◎
瑞
宝
単
光
章

元
神
戸
市

　
消
防
監
 

伊
藤
　
芳
弘

元
神
戸
市

　
消
防
司
令
長
 
井
上
　
隆
之

元
神
戸
市

　
消
防
司
令
長
 
正
井
　
　
潔

元
尼
崎
市

　
消
防
司
令
長
 
瀧
　
謙
一
郎

元
西
宮
市

　
消
防
司
令
 

下
野
　
裕
生

元
西
宮
市

　
消
防
司
令
長
 
西
口
　
昌
利

元
豊
岡
市

　
消
防
司
令
 

松
岡
　
洋
三

元
篠
山
市

　
消
防
司
令
 

長
澤
　
隆
雄

元
北
は
り
ま
消
防
組
合

　
消
防
司
令
長
 
爲
廣
　
髙
志

元
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合

　
消
防
司
令
 

足
立
　
　
修

勲
の
栄
に
浴
さ
れ
た
方
々
は
、

消
防
職
員
と
し
て
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
火
災
等
の
災
害

か
ら
防
御
す
る
た
め
、
永
年
に
わ

た
り
著
し
く
危
険
性
の
高
い
業
務

に
精
励
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の

強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消
防

の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の

福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
叙
勲
の
伝
達
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

受
章
者
は
、
全
国
で
瑞
宝
双
光

章
三
二
七
名
、
瑞
宝
単
光
章
二
九

三
名
、
計
六
二
〇
名
、
う
ち
兵
庫

県
関
係
で
は
、
二
二
名
の
元
消
防

職
員
の
方
々
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
下
受
章
者（
消
防
功
労
）

◎
瑞
宝
双
光
章

元
神
戸
市

　
消
防
監
 

三
木
　
　
淳

元
姫
路
市

　
消
防
監
 

雲
丹
亀
幸
三

元
姫
路
市

　
消
防
監
 

梶
原
　
久
義

元
姫
路
市

　
消
防
監
 

櫻
井
　
臣
義

元
加
古
川
市

　
消
防
監
 

友
定
　
正
博

元
加
古
川
市

　
消
防
監
 

山
﨑
由
紀
浩

令 和 二 年

春の叙勲（消防関係）14名が受章

第
三
四
回

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

令
和
二
年
四
月
二
九
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
発
令

（2）（５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 687 号 令和２年８月15日



熱中症予防のために

厚生労働省ホームページ
https://www.mhlw.go.jp/index.html

「熱中症」とは、高温多湿な環
境に長くいることで、徐々に体内
の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温調節機能がうまく働かなくな
り、体内に熱がこもった状態のこ
とを言います。症状としては、め
まい、吐き気、倦怠感などで、重
症になると意識障害を発生させる
など、命に関わる病気です。室外
だけでなく、室内においても環境
条件や体調によって熱中症になる

場合もありますので、注意が必要
です。
熱中症はこまめに水分を補給し
たり、暑さをさけたりするなど適
切な予防を行うことで避けること
ができます。

今年は新型コロナウイルス感染
防止のため、マスクの装着などか
らなる「新しい生活様式」が推進
されています。しかし、気温の高

い日が続く中、マスクをつけたま
まの活動は熱中症の危険が高まっ
てしまいます。屋外で周囲の人と
十分な距離が保たれている場合は
マスクを外すなど、感染症対策と
熱中症予防を両立させていくため、
厚生労働省において予防啓発・注
意喚起のリーフレットが作成され
ましたので是非参考にしていただ
き、元気に夏を乗り切りましょ
う！

（3） （５月・８月・１１月・１月発行）兵　　庫　　消　　防第 687 号 令和２年８月15日



 

私
は
、
平
成
二
八
年
度
に
佐
用
町
役
場
に
入

庁
し
、
現
在
総
務
課 

総
務
人
事
室
に
所
属
し
て

い
ま
す
。

役
場
で
は
、
平
日
の
緊
急
時
に
備
え
て
多
く

の
若
手
職
員
が
消
防
団
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
機
動
分
団
で
は
各
月
に
消
防

車
両
点
検
等
を
行
い
、
定
期
的
に
消
防
署
の

方
々
か
ら
訓
練
を
受
け
、
地
域
の
防
災
に
努
め

て
い
ま
す
。

入
団
の
き
っ
か
け
は
、
同
じ
職
場
で
消
防
団

と
し
て
活
躍
す
る
先
輩
職
員
の
方
か
ら
緊
急
時

の
お
話
を
聞
き
、
地
域
に
お
け
る
安
心
・
安
全

の
必
要
性
を
実
感
し
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
と
思
い
入
団
を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
町
の

人
口
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
手
団
員

が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
防
活
動
に
活
気

が
で
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
火
災
現
場
へ
向
か
っ
た
経
験
も
少
な

く
先
輩
方
と
比
べ
る
と
知
識
も
劣
っ
て
い
ま
す

が
、
若
手
ら
し
く
元
気
に
、
そ
し
て
訓
練
を
重

ね
、
住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

～機動消防団員として～

佐用町消防団
南光第2機動分団
加納　弘基

われら若手消防団員

西
宮
市
は
、
兵
庫
県
の
南
東
部
に
位
置
し

て
お
り
、
山
・
川
・
海
と
い
っ
た
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
な
が
ら
交
通
の
便
も
非
常
に
良
く
、

関
西
で
は
「
住
み
た
い
ま
ち
・
西
宮
」
と
し

て
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
阪
神
甲
子

園
球
場
や
阪
急
西
宮
ガ
ー
デ
ン
ズ
な
ど
も
あ

り
、
西
宮
市
以
外
の
人
も
多
く
訪
れ
て
い
ま

す
。そ

の
よ
う
な
街
で
、
私
た
ち
女
性
消
防
団

員
は
、
男
性
消
防
団
員
と
同
じ
よ
う
に
火
災

出
動
し
ま
す
し
、
消
火
訓
練
や
自
主
防
災
会

へ
の
指
導
な
ど
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
三
〇
年
に
は
西
宮

市
内
の
消
防
団
操
法
大
会
に
出
場
し
た
女
性

団
員
も
い
ま
す
。

災
害
現
場
で
は
、
〝
女
性
だ
か
ら
こ
そ
〞

で
き
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昨
年

の
女
性
消
防
団
活
性
化
大
会
で
紹
介
さ
れ
て

い
た
、
避
難
所
で
の
お
手
伝
い
や
地
域
の
祭

り
を
利
用
し
た
救
急
講
習
な
ど
は
、
非
常
に

興
味
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
西
宮
市
の
女
性
消
防
団
員
の
歴

史
は
浅
く
、
平
成
二
五
年
に
西
宮
市
内
で
初

め
て
五
名
が
入
団
し
、
令
和
二
年
四
月
一
日

現
在
、
八
名
の
在
籍
と
や
や
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
女
性
で
も
消
防
団
員
に
な
れ
る
と

い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
た
く
さ
ん
い
る

た
め
、
も
っ
と
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

「
住
み
た
い
ま
ち
・
西
宮
」
の
安
全
・
安

心
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
き

め
細
か
な
視
点
を
生
か
し
た
活
動
が
で
き
る

女
性
消
防
団
員
の
活
躍
の
場
が
広
が
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
女
性
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
!!
住
み
た
い
ま
ち
・
西
宮
』

西
宮
市
消
防
団

がんばってます、
　　　　　　女性消防団員

七
月
一
〇
日
（
金
）
午
後

六
時
頃
、
福
崎
町
西
田
原
在

住
の
男
性
（
九
四
）
の
所
在

が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
男
性

の
地
元
で
あ
る
辻
川
分
団
の

消
防
団
員
も
捜
索
に
加
勢
し

ま
し
た
。
当
日
は
強
い
雨
の

中
の
捜
索
と
な
り
ま
し
た
が
、

自
宅
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
山
中
で
消
防
団
員

が
男
性
を
発
見
し
無
事
保
護

し
ま
し
た
。

こ
の
事
案
を
受
け
、
七
月

二
八
日
（
火
）
福
崎
警
察
署

よ
り
辻
川
分
団
へ
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
は
消
防
団
幹
部

の
他
、
辻
川
分
団
を
代
表
し
、

分
団
長
と
発
見
者
で
あ
る
二

名
の
消
防
団
員
が
出
席
し
、

警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

地
元
を
知
り
尽
く
し
て
い

る
消
防
団
員
な
ら
で
は
の
土

地
勘
、
直
感
、
行
動
力
、
判

断
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、

早
期
の
発
見
に
繋
が
り
ま
し

た
。

男性消防団員と共に出場した「西宮市消防団操法大会」

突撃取材

福
崎
町
消
防
団

福
崎
町
消
防
団
辻
川
分
団
が

警
察
署
よ
り
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
！
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住
・
商
・
工
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
生
活
密
着
型
の
ま
ち
と
し
て
の

側
面
を
備
え
た
地
域
が
、
飾
磨
消

防
団
が
管
轄
す
る
エ
リ
ア
で
す
。

現
在
、
五
三
八
名
の
団
員
の
先

頭
に
立
つ
安
原
団
長
は
、
昭
和
六

〇
年
に
入
団
以
降
、
昼
夜
を
わ
か

た
ず
郷
土
愛
を
も
っ
て
地
域
の
安

全
・
安
心
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の
度
、

第
八
代
目
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。普

段
は
自
営
で
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

業
に
携
わ
り
、
地
域
に
密
着
し
て

産
業
活
動
や
住
民
の
生
活
を
支
え

て
い
る
ほ
か
、
関
西
の
一
六
一
社

で
構
成
さ
れ
る
販
売
店
組
織
の
初

代
会
長
に
就
任
さ
れ
る
な
ど
、
抜

群
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
厚
い
人

望
を
持
つ
わ
が
ま
ち
自
慢
の
団
長

さ
ん
で
す
。

団
員
の
安
全
を
第
一
に
、
冷
静

な
判
断
と
豊
富
な
経
験
を
も
っ
て

災
害
現
場
で
手
腕
を
発
揮
し
、
ま

た
、
地
域
の
各
種
団
体
と
も
協
調

し
て
地
域
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、

住
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
地
域

の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
安
原
団

長
は
、
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
伝
統

を
守
り
続
け
る
安
全
・
安
心
の
守

り
神
で
す
。

「
安
全
・
安
心
の
守
り
神
」

野
田
川
の
河
口
に
開
け
た
姫
路

港
は
、
か
つ
て
飾
磨
津
と
呼
ば
れ
、

江
戸
時
代
に
は
姫
路
藩
の
重
要
港

と
し
て
発
展
し
、
明
治
初
期
に
は
、

日
本
で
最
初
に
「
舗
装
」
と
い
う

概
念
で
作
ら
れ
た
産
業
道
路
「
銀

の
馬
車
道
」
の
発
着
点
で
も
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
を
挙
げ
て
行
わ
れ

る
祭
り
が
盛
ん
で
、
特
に
松
原
八

幡
神
社
の
秋
の
例
大
祭
は
「
灘
の

け
ん
か
祭
」
と
し
て
海
外
に
も
名

を
知
ら
れ
る
な
ど
、
本
地
域
は
伝

統
に
育
ま
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

脈
々
と
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
港
ま
ち
と
し
て
の
側

面
と
、
古
く
か
ら
人
口
の
集
積
と

道
路
等
の
都
市
施
設
が
整
い
、

わ
が
町
の

団
長
さ
ん

姫
路
市
飾
磨
消
防
団　
　
　

安
原　

嘉
男

「
家
庭
を
大
事
に
し

楽
し
い
消
防
団
活
動
を

目
指
し
て
」

西
脇
市
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
、
東
経
一
三
五
度
と
北
緯
三
五

度
が
交
差
す
る
「
日
本
列
島
の
中

心
・
日
本
の
へ
そ
」
に
位
置
し
て

い
ま
す
。

中
国
山
地
の
東
南
端
が
播
磨
平

野
に
接
す
る
地
点
に
あ
り
、
西
光

寺
山
（
標
高
七
一
二
・
九
メ
ー
ト

ル
）
を
最
高
峰
に
標
高
二
〇
〇
〜

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
地
や
丘
陵

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
、
中
央
部
を
県
下
最
長
の

加
古
川
が
流
れ
、
市
域
南
部
で
杉

原
川
、
野
間
川
と
合
流
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
河
川
沿
い
に
開
け
た
平

野
部
に
集
落
や
農
地
が
形
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

西
脇
市
消
防
団
は
七
分
団
五
六

部
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員

数
は
九
〇
七
名
で
す
。

令
和
二
年
四
月
に
西
脇
市
消
防

団
長
に
就
任
さ
れ
た
藤
原
久
和
団

長
を
紹
介
し
ま
す
。

藤
原
団
長
は
、
昭
和
六
一
年
四

月
一
日
に
西
脇
市
消
防
団
に
入
団

さ
れ
、
平
成
二
二
年
四
月
一
日
に

西
脇
市
消
防
団
分
団
長
、
平
成
二

六
年
四
月
一
日
に
西
脇
市
消
防
団

副
団
長
、
令
和
二
年
四
月
一
日
に

西
脇
市
消
防
団
団
長
に
就
任
さ
れ

西
脇
市
消
防
団　
　
　

藤
原　

久
和

多
可
町
消
防
団　
　
　

山
本　

和
樹

加
東
市
消
防
団　
　
　

井
上　

正
義

姫路市

多可町

加東市

西脇市

ま
し
た
。

団
長
は
、
消
防
団
活
動
で
は
何

事
に
も
率
先
し
時
に
は
、
厳
し
い

言
葉
も
か
け
ら
れ
ま
す
が
、
人
の

和
を
大
事
に
し
て
お
ら
れ
、
団
員

等
へ
の
気
配
り
も
細
や
か
で
、
周

囲
の
方
か
ら
は
厚
い
信
頼
を
寄
せ

ら
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

農
業
に
従
事
さ
れ
て
お
り
、
農

作
物
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
、
安

心
・
安
全
な
本
物
」
を
作
り
た
い

と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

消
防
団
活
動
に
お
い
て
も
同
じ
で
、

「
安
心
・
安
全
な
本
物
」
の
精
神

で
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
努
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
教
育
委
員
や
高
校
の

同
窓
会
長
等
で
地
域
に
貢
献
さ
れ
、

西
脇
市
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な

人
材
で
す
。

就
任
し
て
間
も
な
い
四
月
に
訓

示
で
、
「
諸
先
輩
方
の
築
い
て
こ

ら
れ
た
輝
か
し
い
西
脇
市
消
防
団

の
伝
統
と
実
績
を
引
き
継
ぎ
、
団

員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
生
活
の

安
全
確
保
の
た
め
に
家
庭
を
大
事

に
し
楽
し
く
消
防
団
活
動
を
し
て

い
き
た
い
」
と
団
員
に
力
強
く
語

り
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
西
脇
市
消
防
団
を

牽
引
し
、
市
民
の
生
命
・
身
体
・

財
産
を
守
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

よ
り
一
層
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

消
防
団
へ
と
導
び
か
れ
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
い

消
防
団
」

加
東
市
は
兵
庫
県
の
中
央
部
・

播
磨
地
方
の
東
側
に
位
置
す
る
人

口
約
四
万
人
の
内
陸
都
市
で
す
。

旧
加
東
郡
の
社
町
、
滝
野
町
、
東

条
町
が
、
平
成
一
八
年
三
月
二
〇

日
に
合
併
し
、
加
東
市
が
誕
生
し

ま
し
た
。

加
東
市
消
防
団
は
、
団
長
以
下
、

副
団
長
四
人
、
小
隊
長
一
二
人
、

七
六
の
分
団
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

平
成
三
〇
年
度
に
は
、
機
能
別
分

団
と
し
て
、
平
日
の
勤
務
時
間
内

に
発
生
し
た
火
災
へ
の
出
動
や
消

防
団
行
事
等
で
の
広
報
活
動
を
目

的
と
し
た
市
役
所
分
団
を
結
成
し

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
、
消
防
団
幹

部
が
火
災
現
場
や
捜
索
活
動
で
指

揮
を
執
る
際
の
情
報
収
集
を
目
的

と
し
て
、
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
加

東
市
消
防
団
の
先
頭
に
立
ち
、
指

揮
を
執
る
の
が
井
上
団
長
で
す
。

井
上
団
長
は
、
旧
滝
野
町
で
平

成
六
年
度
に
入
団
さ
れ
、
合
併
後

は
平
成
一
八
年
度
に
小
隊
長
、
平

成
二
二
年
度
に
は
副
団
長
に
、
そ

し
て
、
こ
の
令
和
二
年
度
か
ら
団

長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

職
業
は
、
歯
科
技
工
士
と
し
て

自
営
業
を
営
ま
れ
て
お
り
、
歯
医

者
さ
ん
か
ら
、
入
れ
歯
や
ク
ラ
ウ

ン
と
い
っ
た
被
せ
物
の
型
を
預
か

り
、
歯
を
作
る
と
い
っ
た
仕
事
を

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
趣
味
で
ゴ
ル
フ
を
さ
れ

て
お
り
、
日
々
の
消
防
活
動
の
傍

ら
、
消
防
団
の
幹
部
、
Ｏ
Ｂ
の

方
々
や
得
意
先
の
先
生
と
趣
味
の

ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
朗

ら
か
な
団
長
で
す
。

し
か
し
、
い
ざ
火
災
や
水
害
、

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
認
知
症
の
方

な
ど
の
捜
索
活
動
が
発
生
し
た
場

合
は
、
迅
速
に
先
頭
に
立
っ
て
陣

頭
指
揮
を
執
ら
れ
、
団
員
を
ま
と

め
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

消
防
団
活
動
で
は
、
消
防
防
災

体
制
の
充
実
強
化
と
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
た
め

に
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
行
っ
て

い
る
小
隊
別
訓
練
に
力
を
入
れ
て

お
ら
れ
、
「
市
民
の
方
々
が
安
全

安
心
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
た
い
」
と
強
く
思
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

「
多
可
町
消
防
団
の

志
を
継
承
」

多
可
町
は
、
兵
庫
県
の
中
央
部
、

北
播
磨
地
域
の
最
北
に
位
置
し
、

平
成
一
七
年
一
一
月
一
日
に
多

可
郡
旧
中
町
、
旧
加
美
町
、
旧
八

千
代
町
の
三
町
の
合
併
に
よ
り
新

し
く
発
足
し
ま
し
た
。

面
積
は
約
一
八
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
二
万
人
で
、

町
面
積
の
約
八
割
を
山
林
が
占
め

る
自
然
豊
か
な
地
域
で
、
日
本
一

の
酒
造
好
適
米
「
山
田
錦
」
、
日

本
一
の
手
す
き
和
紙
「
杉
原
紙
」
、

こ
の
地
か
ら
提
唱
し
て
制
定
さ
れ

た
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の
日
」
と
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
三
つ
の
発
祥

が
集
ま
る
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
可
町
消
防
団
は
、
本
部
及
び

一
二
の
分
団
か
ら
構
成
さ
れ
、
団

員
数
約
九
百
人
で
町
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
日
々
活
動
し
て

い
ま
す
。

山
本
団
長
は
、
平
成
二
年
に
旧

八
千
代
町
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、

分
団
長
、
副
団
長
を
歴
任
後
、
令

和
二
年
四
月
一
日
、
消
防
団
長
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

団
長
就
任
後
は
、
「
自
分
た
ち

の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
郷
土
愛
護
の
精
神
を
基
に
、
平

日
の
団
員
招
集
が
厳
し
さ
を
増
す

近
年
、
特
に
「
常
備
消
防
と
の
連

携
強
化
」
、
「
昼
間
消
防
団
員
数

の
確
保
」
、
「
自
主
防
災
組
織
の

強
化
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
時
代

の
流
れ
に
沿
っ
た
消
防
団
活
動
を

推
奨
す
る
と
と
も
に
、
旧
町
境
界

で
の
災
害
を
想
定
し
た
連
携
強
化

訓
練
な
ど
、
地
域
住
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
日
々
邁
進
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
体
制
の
異
な
る
各
消
防

団
の
合
併
に
よ
る
不
均
衡
の
是
正
、

団
員
の
処
遇
改
善
や
、
現
場
の
最

前
線
に
立
つ
団
員
の
た
め
に
活
動

し
や
す
い
環
境
を
作
る
べ
く
、
行

政
や
地
域
に
熱
意
を
持
っ
て
働
き

か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に

益
々
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

「
例
年
と
は
違
う
夏
」

と
言
わ
れ
る
こ
の
夏
、
厳

し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
号
で
は
四
面
に
、

福
崎
町
消
防
団
辻
川
分
団

に
つ
い
て
の
特
集
記
事
を

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
最
近
で
は
、
香
美
町
消

防
団
元
団
長
の
兵
庫
県
の

じ
ぎ
く
賞
の
受
賞
も
あ
り
、

様
々
な
場
面
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
消
防
団
員
の
方
々

に
益
々
頭
が
下
が
る
思
い

で
す
。

ま
た
、
今
月
も
紙
面
作

成
に
あ
た
り
各
地
区
か
ら

多
数
の
寄
稿
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

や
熱
中
症
を
は
じ
め
、
大

雨
・
台
風
な
ど
気
が
か
り

な
こ
と
が
重
な
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
が
、
災
害
へ

の
備
え
・
体
調
管
理
に
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も

に
変
革
を
重
ね
、
地
域
住
民
の
尊

い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
る
た

め
に
日
夜
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
団
本
部
と
二
六
分
団
で
組

織
さ
れ
、
令
和
二
年
四
月
一
日
現

在
の
団
員
数
は
四
九
三
名
で
す
。

市
川
町
消
防
団
で
は
毎
年
目
標

を
設
定
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
令
和
二
年
度
の
活
動
目
標
は

「
減
災
・
防
災
意
識
の
高
い
ま
ち

づ
く
り
」
で
す
。

市
川
町
の
近
く
に
は
岡
山
県
東

部
か
ら
兵
庫
県
南
東
部
に
至
る
活

断
層
帯
で
あ
る
山
崎
断
層
帯
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
所
謂

ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ
る
突
発
的

な
局
地
的
大
雨
が
全
国
各
地
で
発

生
し
て
い
ま
す
が
、
市
川
町
で
も

過
去
に
局
地
的
大
雨
の
影
響
で
河

川
が
氾
濫
し
、
人
命
が
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

火
災
の
み
な
ら
ず
地
震
や
水
害

等
の
い
つ
発
生
す
る
と
も
分
か
ら

な
い
災
害
に
対
し
て
、
毎
月
定
期

的
に
機
械
器
具
の
操
作
訓
練
と
点

検
を
実
施
し
て
災
害
現
場
で
の
行

動
規
範
や
機
械
器
具
の
基
本
操
作

の
習
熟
に
努
め
る
と
共
に
、
出
水

期
前
に
は
土
の
う
作
成
方
法
や
各

間
、
操
法
の
訓
練
を
重
点
的
に
し

て
い
ま
す
。

神
戸
市
の
大
会
で
は
兵
庫
県
消

防
操
法
大
会
と
同
じ
操
法
で
標
的

を
倒
す
ま
で
の
時
間
、
士
気
、
規

律
、
安
全
、
確
実
、
迅
速
な
技
術

に
つ
い
て
競
い
ま
す
。

神
戸
市
西
区
の
大
会
で
は
一
班

五
人
編
成
（
給
水
の
班
は
六
人
）

が
三
班
、
指
揮
者
を
入
れ
て
総
勢

一
七
名
で
ポ
ン
プ
三
台
、
ホ
ー
ス

九
本
を
結
合
し
、
標
的
を
倒
す
ま

で
の
タ
イ
ム
を
競
う
、
実
践
的
な

競
技
大
会
で
す
。

〇
年
末
年
始
消
防
特
別
警
戒

詰
所
を
開
設
し
一
二
月
二
九
日

か
ら
三
一
日
ま
で
の
間
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
安
心
し
て
新
年
を
迎

え
て
い
た
だ
け
る
よ
う
パ
ト
ロ
ー

ル
及
び
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。

市
川
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
、
人
口
約
一
万
一
千
人
、

面
積
八
二
・
六
七
平
方
メ
ー
ト
ル

の
ハ
ー
ト
型
を
し
た
町
で
す
。
町

は
周
囲
を
播
磨
富
士
と
も
称
さ
れ

る
笠
形
山
を
は
じ
め
と
し
た
山
々

に
囲
ま
れ
、
中
央
部
に
は
町
名
の

由
来
で
も
あ
る
清
流
市
川
が
南
北

に
流
れ
て
お
り
、
四
季
折
々
の
豊

か
な
自
然
が
楽
し
め
ま
す
。

市
川
町
消
防
団
は
昭
和
三
〇
年

の
結
成
以
来
、
伝
統
を
重
ん
じ
、

伊
川
谷
町
は
神
戸
市
西
区
の
南

東
部
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
農

業
振
興
地
域
か
ら
鉄
工
団
地
・
神

戸
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
・
大
学
専
門

学
校
等
、
さ
ら
に
老
人
福
祉
施
設

も
多
数
あ
る
多
様
な
特
徴
が
あ
る

町
で
す
。

そ
の
中
を
流
れ
る
伊
川
は
明
石

川
の
支
流
で
、
全
長
一
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
程
の
小
さ
な
河
川
で
、

伊
川
谷
地
域
を
縦
断
し
、
里
山
、

田
園
地
帯
さ
ら
に
は
市
街
地
へ
と

流
域
を
変
え
、
そ
の
表
情
が
豊
か

に
変
化
す
る
里
川
で
す
が
、
台
風

や
梅
雨
な
ど
の
大
雨
時
に
は
そ
の

様
子
は
一
変
し
、
氾
濫
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
防
災
指
令
が
発
令
さ

れ
た
際
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
河
川

水
位
の
監
視
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の

他
、
避
難
に
関
す
る
広
報
活
動
を

行
い
ま
す
。

伊
川
谷
支
団
の
構
成

山
田
支
団
長
率
い
る
伊
川
谷
支

団
は
八
分
団
一
七
班
に
よ
る
二
三

二
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
装
備
は
積
載
車
一
七
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
七
台
が
配
備

さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
行
事
イ
ベ
ン
ト

〇
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

神
戸
市
小
型
ポ
ン
プ
操
法
大
会

と
神
戸
市
西
区
小
型
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
交
互
に
隔
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
八
月
下
旬
ご
ろ
か
ら

大
会
本
番
ま
で
の
お
よ
そ
二
ヶ
月

P
i
c
k
 
U
p
!

『
地
域
の
活
動
を
通
じ
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
、

  

防
火
防
災
活
動
に
つ
な
げ
ま
す
』

神
戸
市
西
消
防
団
伊
川
谷
支
団

『
減
災
・
防
災
意
識
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
て
』

市
川
町
消
防
団

太山寺での消火訓練の様子

伊川リバーフェスタでの夢の架け橋（一斉放水）

ポンプ操法大会の訓練の様子

水防訓練

放水訓練 地域住民との初期消火訓練

〇
文
化
財
防
火
デ
ー
、
太
山
寺
に

て
消
火
訓
練

平
成
三
一
年
一
月
二
六
日
の
文

化
財
防
火
デ
ー
に
、
神
戸
市
内
唯

一
の
国
宝
建
造
物
を
有
す
る
太
山

寺
に
て
、
住
職
・
地
域
住
民
・
消

防
署
・
消
防
団
が
連
携
を
と
り
消

火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

国
宝
で
あ
る
太
山
寺
を
火
災
か

ら
守
る
と
い
う
防
災
意
識
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

〇
伊
川
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

例
年
八
月
第
一
土
曜
日
に
伊
川

ふ
る
さ
と
区
民
広
場
に
て
「
川
に

親
し
み
川
と
遊
ぼ
う
！
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
、
川
ま
つ
り
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

夢
の
架
け
橋
（
一
斉
放
水
）
で

日
頃
の
訓
練
成
果
を
披
露
し
消
防

団
活
動
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、

暑
さ
対
策
と
防
塵
の
た
め
に
会
場

内
の
散
水
、
会
場
警
備
等
を
行
い
、

地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
（
令
和
二
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

の
た
め
中
止
）

〇
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

各
地
域
の
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
参
加
を
し
、
地
域
の
活
動

を
通
じ
地
域
の
方
と
交
流
を
深
め
、

防
火
防
災
活
動
の
啓
発
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

〇
応
急
手
当
講
習
会
（
市
民
救
命

士
講
習
）

伊
川
谷
支
団
で
は
応
急
手
当
普

及
員
（
救
急
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）
資
格
の
取
得
を
推
奨
し
て

お
り
、
中
学
、
高
校
等
へ
市
民
救

命
士
講
習
会
の
講
師
と
し
て
の
参

加
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

神
戸
市
西
消
防
団
伊
川
谷
支
団

は
今
後
も
地
域
の
活
動
を
通
じ
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
深
め
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
た
め
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

種
水
防
工
法
を
習
得
す
る
水
防
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
住
民
や
自
主
防
災

組
織
と
連
携
し
て
消
火
栓
や
消
火

器
の
実
演
を
取
り
入
れ
た
初
期
消

火
訓
練
や
地
震
及
び
水
害
の
発
生

を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
防
災

意
識
を
高
め
、
防
災
力
の
向
上
に

向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。た

だ
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
に
従

来
と
は
異
な
る
活
動
方
法
が
求
め

ら
れ
ま
し
た
。
活
動
時
の
感
染
に

細
心
の
注
意
を
払
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
及
び
手
洗
い
や
消
毒
の
徹
底

を
促
し
、
活
動
自
体
も
三
密
を
避

け
る
た
め
に
少
人
数
で
の
交
替
制

や
分
割
制
を
取
り
入
れ
る
等
の
工

夫
を
凝
ら
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
火
災
、
地
震
や
水

害
の
み
な
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
い
う
災
害
に
対
し
て
も
市

川
町
消
防
団
一
丸
と
な
っ
て
地
域

の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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